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遠隔地にいる人がまるで隣にいるような存在を感じるコミュニケーションを実現します
IOWN×空間伝送

空間情報の伝送・再現について、既存技術では①計測用に特別な空間を用意することが必要、か
つ計測対象も限定的（限られたエリアの人・モノなど）であり、また②伝送・再現される情報は
視聴覚情報に限定されます。

背景  – 技術課題

技術ポイント

利用シーン エンターテインメント

技術確立予定時期 FY27-29

R&Dフェーズ 研究

ビジネス化予定時期 未定

【出展企業】
NTT株式会社人間情報研究所

【問い合わせ先】
サイバー世界研究プロジェクト

【共同出展社/社外連携先】
ー

【関連Link】
ー

離れている場所にいる人や空間の情報をまるごと伝送・再現することで、遠隔地にいる人含めて、
これまで以上に多数の人々が一度に同じ体験・感動を共有できます。

研究目標  – 成果

01
• 動いている対象物を周囲の空間も含めて計

測しリアルタイムで遠隔地に伝送・再現
• 対象物の位置情報含めた触覚振動音場を計

測しリアルタイムで遠隔地に伝送・再現

要素技術 02
• 計測に際して特別な空間を用意することな

く、ヒト・モノ含めた空間全体をリアルタ
イムに計測・再現することが可能

• 大規模かつ低遅延に8方向の定位感のある
振動提示が可能。またその質感の制御・再
現も可能

市中技術差異点

https://tools.group.ntt/jp/rd/contact/index.php?param01=F&param02=201&param03=C10
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